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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
以下の論文は多項式近似について調べているときに集めた論文だと思う．同じファイル
に入っていた．
論文 [5] はワイエルストラスの近似定理のサーベイである．これ読めば大体オッケー
じゃない?

論文 [1] はストーン・ワイエルストラスの定理の一般化でこれは Bishopの定理として
知られているようだがなんかよくわかんなかった．anti-symmetric という概念が大事ら
しい．
論文 [4] ではバナッハ代数の中でストーン・ワイエルストラスの性質を研究している．
論文 [6] はその Bishopによるストーン・ワイエルストラスの一般化の短い初等的な証
明を与えているようだ．short proof や elementary proof は見たことたくさんあるが，
short elementary proof は全然見たことない．この論文のラインナップからすると，ス
トーンワイエルストラスの定理のあの初等的な証明の論文があって然るべきだが，なかっ
た→ Brosowski and Deutsch, An elementary proof of the Stone–Weierstrass theorem,

Proc AMS, 81 (1981), 89–92.

論文 [3] では (−∞,∞)で定義された連続関数に関してかなり具体的な多項式近似を与
えている．具体的には f : R → R を連続関数とし Θ ∈ (0, 2−1)を任意に与える．このと
き n ∈ Z≥0 に対して
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というふうに定義すると Ln(x; f)は xの多項式だし，Ln(x; f)は f(x)に各点収束する
し，任意の有界閉集合上で一様収束になっているということを証明している．こういう具
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体的なのいいと思う．
論文 [2] ではルンゲの定理の short proof を与えている．
論文 [7] はカントールが導入したカントール積に関する論文である．カントールによる
と，x > 1は適当に正の整数列 {qn}を取ると

x =
∏
n

(
1 +

1

qn

)
と表すことができるようだ．この積を 1 じゃなくて途中から始めた無限積を考えてその
確率論的振る舞いを考察しているようである．なんでこの論文がこのラインナップの中に
入っているのかよくわからない．多項式近似には確率論的アプローチもあるから何か関係
性を見出せそうではあるけれども，多分紛れ込んじゃったんだと思う．
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